
予算要求資料
平成29年度9月補正予算　　支出科目　款：土木費　項：都市計画費　目：都市公園費　　　
	事業名　新平成記念公園木育推進モデル事業費


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　
都市建築部都市公園整備局　都市公園課　管理運営係　電話番号：058-272-1111(内3772)
　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　 E-mail：c11669@pref.gifu.lg.jp
１　事業費　　 補正要求額　2,000千円（現計予算額：  － 千円）
＜財源内訳＞　
	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫

支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財産収入
	寄附金
	その他
	県　債
	一　般

財　源

	現　計

予算額
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0

	補　正

要求額
	2,000
	0
	0
	0
	0
	0
	2,000
	0
	0

	決定額
	
	
	
	
	
	
	
	
	


２　要求内容
（１）要求の趣旨（現状と課題）
・平成記念公園は、平成４年１０月に１６０haを都市計画決定し、平成１５年４月に南地区約８０haを開園後、平成２９年度に再整備基本計画を策定し、平成３０年度のリニューアルオープンに向けて再整備中である。
・未供用で残っている北地区の全てと南地区の一部合わせて５５haについては、未利用地環境整備費にて維持管理を行っている。
・この事業は、平成２１年以来、未利用地区の荒廃やイノシシをはじめとする獣害対策として美濃加茂市が緊急雇用創出事業を活用して竹林、枯損木等の伐採を行った結果、獣畜被害が減少したことを受けて行ってきた。

・美濃加茂市は、北地区の維持管理事業を行った際に、里山整備により地域の環境が大きく向上するという認識に至り、市内の里山を対象とした「里山千年構想」を平成２７年８月に策定し、里山の活用を図っているところである。
・一方、県も、平成２８年１０月に策定した「岐阜県都市公園活性化基本計画」において、平成記念公園では、「里山体験による「木育」の推進の場づくり」、「木育をはじめとする教育プログラムの開発による学校利用の促進」など「木育」を通じた人材育成を今後の公園の運営方針に加えることとしている。
・今回の事業は、里山活動を通じた木育の推進と、今後、平成記念公園において同様の活動を行うに当たってのテストケースとして、森を守ること、森を育てること等を知る場としての「森のようちえん」及び「森のようちえん」を卒園したこども達を対象とした「森の小学校」を開催したい。
・また、今回の事業は、体験を通してこども達が森を育て、資源を活用する必要性について学ぶものであるため、森林･環境税を利用し開催したい。

（２）事業内容

開催予定日：平成３０年２月頃
開催箇所：平成記念公園　北側未供用地

対象者：幼稚園児、小学生、幼稚園児等の両親、約３００名

予定イベント
○森のようちえん

・里山で遊ぼう！

○森の小学校

・「木工教室」里山の中からどんぐりや枝を拾って工作しよう
・「里山を復活　どんぐり苗の植樹（アベマキ・コナラ）」
・「伐採された樹木を使おう！グリーンウッドワーク」
・「森の図書館」ハンモックに揺られて読書

　　・採取した植物・昆虫たちを調べよう！

　　・「山の仕事体験」間伐体験（ノコギリで切ってみる、プロの技を見てみる、切った木の年輪を調べてみる）
・しいたけの菌打ち
・薪割り体験（機械割り、積み込み）
・「秘密基地を作ろう！」　　　　　　　　　　　　　
（３）県負担・補助率の考え方

清流の国ぎふ 森林･環境基金事業の一環である「森と木と水の環境教育推進事業」を活用し、県の負担で行う。

（４）類似事業の有無
　　　無
３　事業費の積算内訳　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（千円）
	事業内容
	金　　額
	事業内容の詳細

	旅費
	10
	職員旅費

	需用費
	14
	消耗品費

	委託料
	1,976
	「森のようちえん、森の小学校」業務委託

	合計
	2,000
	

	

	　決定額の考え方　




４　参考事項
（1） 各種計画での位置づけ
平成２８年１０月策定の「岐阜県都市公園活性化基本戦略」において、
「里山体験による「木育」の推進の場づくり」、「遊具の拡充や「森のようちえん」等のイベントによる子どもの遊び環境の充実」等を平成記念公園で実施していく方針である。
（2） 事業主体及びその妥当性
今回の事業は、地域との連携を推進する中での一つのテストケースと位置
付けており、その成果を今後の平成記念公園の運営に生かすという点から、県が実施することが妥当である。
事業評価調書（県単独補助金除く）
	■  新規要求事業　

	□　継続要求事業


	１　事業の目標と成果


（事業目標）

	・平成３２年度までに、平成記念公園で公園の里山を使った「木育」関連の事業（森のようちえん、森の小学校等）を定着させ、公園で開催する。


（目標の達成度を示す指標と実績）

	指標名
	事業開始前
	指標の推移
	現在値
	目　標
	達成率

	森のようちえん開催団体数
	0
（H28）
	（H  ）
	（H  ）
	0
（H28）
	３

（H32）
	0％


	
	（H　）
	（H　）
	（H　）
	（H　）
	（H　）
	％



○指標を設定することができない場合の理由
	



（前年度の取組）

	


（前年度の成果）

	


	２　事業の評価と課題


（事業の評価）

	・事業の必要性（社会経済情勢等に沿った事業か、県の関与は妥当か）

○：必要性が高い、△：必要性が低い

	(評価)

　○

	平成記念公園の活性化に伴う整備に関し、公園の運用と地域との連携が重要視されており、木育による人材育成も含まれている。こうした事業を実施することは、公園のみならず、地域にとっても十分なメリットが望まれ、必然性が高い。また、こうした活動に参加する子供たちが成長し、彼らが公園運営に参加できるように公園を整えていくことで、地域に根付いた公園運営ができるだけでなく、子供から大人まで楽しめる里山公園を実現できる。

	・事業の有効性（指標等の状況から見て事業の成果はあがっているか）

　○：概ね期待どおり又はそれ以上の効果が得られている、△：まだ期待どおりの成果が得られていない

	（評価）

―

	

	・事業の効率性（事業の実施方法の効率化は図られているか）

　○：効率化は図られている、△：向上の余地がある

	(評価)

―

	


（今後の課題）

	・事業が直面する課題や改善が必要な事項
・参加団体の確保と公園での運用における取決めの検討・策定
・実施状況の情報発信



（次年度の方向性）
	・平成記念公園の運営の中で、公園のボランティア活動や地域連携事業の一

環として実施できないか検討する。


